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今あるまち遺産を絶やすことなく、
新たな“まち遺産”を創り出し、
未来へつなげていきます。
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景観誘導ゾーンの中で特に貴重な “下田まち遺
産” が集積している地区を、景観重点地区とし
て、 より一層の維持、 保存を推進していきます。
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ペリーが歩いた幕末の歴史を思い起こさせ
るまちなみの形成
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　太鼓橋を演出するまちなみの形成
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・なまこ壁・伊豆石造りの建造物については、
保存・活用を進めます。
・建築物等については、なまこ壁・伊豆石造
りの建造物との調和に配慮した意匠形態・
色彩等とします。
・電柱等の工作物については、歴史的なまち
なみを壊さないように配慮します。
・稲生沢川や平滑川等の水辺と一体感のある
まちなみとします。
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下田まち遺産が特に多い地域を
景観誘導ゾーンとします。

特に貴重な下田まち遺産
が集積している地区を景
観重点地区とします。
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 “下田まち遺産”が特に多い５つの地域を「景観誘導ゾー
ン」として、市民の人々の理解と協力のもと、まち遺産
の維持・保存・創出を積極的に推進していきます。
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数百年の伝統と市民の熱き思いを継承し、まちの活気を
維持・向上していくため、��������	
��

����していきます。
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物流・漁業の玄関、観光の拠点として、下田港周辺の魅
力を高めていくため、��������	
���
�
��������	�
�していきます。
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千数百年に及ぶ歴史、古くからの温泉地としての魅力を
大切にし、下田の宿泊拠点として活性化していくため、
��������	�
��
���������して
いきます。
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海と深い関わりのある暮らしを大切にし、マリンレジャー・
マリンスポーツのメッカとしての活気とにぎわいを維
持・増進していくため、���������	
��

��������	
していきます。

��������

人々の暮しと自然が共存しつつ、都会の人々にとっても
魅力的な地域としていくため、���������	

���������していきます。
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「
下
田
脂
松
細
工
」
の
匠
、 
嶋  
崎 

し
ま 
ざ
き

 
繁  
明 
氏
を
訪
ね
て
黒
松
を
原
料
と

し
げ 
あ
き

す
る
脂
松
細
工
の
魅
力
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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※
指
物
‥
釘
を
使
わ
ず
木
の
板
を
さ
し

合
わ
せ
組
み
立
て
て
作
る
木
工
品
。

　

実
際
に
、
対
に
な
っ
た
銘
々
皿

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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手
に
と
っ
て
眺
め
て
み
る
と
あ

る
角
度
で
は
黄
金
色
、
ま
た
あ
る

角
度
で
は
茜
色
と
い
う
よ
う
に
銘
々

皿
の
色
や
模
様
が
変
化
し
て
見
え

ま
し
た
。
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次
に
工
房
に
て
弁
当
箱
の
製
作

工
程
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昔
と
変
わ
る
こ
と
な
く
一
つ
一
つ

手
作
業
で
丹
念
に
作
品
が
仕
上
げ

ら
れ
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
��

　

皆
さ
ん
も
郷
土
下
田
の
誇
る
工

芸
品
を
、
ぜ
ひ
一
度
お
手
に
と
っ

て
ゆ
っ
く
り
眺
め
て
み
て
く
だ
さ

い
。
作
品
は
、
嶋
崎
さ
ん
の
工
房

兼
展
示
場
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

 【
下
田
脂
松
細
工  
し
ま
ざ
き
】

（
下
田
市
大
賀
茂
１
０
５
７
―
２
）

　

※
堀
切
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
３
分
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そ
の
製
造
技
術
・
技
法
が　

年
５０

以
上
の
歴
史
を
有
し
、 日
常
生
活
に

用
い
ら
れ
る
も
の
が
対
象
で
す
。

　

伊
豆
地
域
で
は
、
下
田
脂
松
細

工
と
熱
海
楠
細
工
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
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産
業
振
興
課
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�
２
２
１
１
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下
田
市
及
び
下
田
市
観
光
協
会

で
は
、
観
光
接
遇
研
修
と
し
て
、

「
下
田
お
も
て
な
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
年
々
変
化
し
て

い
る
下
田
の
観
光
資
源
を
体
験
・

確
認
し
て
も
ら
い
、「
今
の
下
田
」の

観
光
に
対
す
る
知
識
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
主
と
し
て
観
光
業
従
事
者

を
対
象
と
し
た
研
修
で
す
が
、
一

般
の
市
民
の
方
の
参
加
も
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。
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２
月　

日 （
木
）

１９

午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時

４０

�
�
�
�　

道
の
駅
開
国
下
田
み

な
と
４
階
会
議
室
１

�
�
�
�　

講
習
及
び
市
内
外
の

観
光
施
設
及 
び 
イ 
ベ 
ン 
ト
等
の
見
学

・
下
田
観
光
ミ
ニ
検
定

・
講
習
会 （ 
お
も
て
な
し
に 
つ 
い 
て
）

・
観
光
施
設
等
見
学
（
ハ
ー
バ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
み
な
み
の
桜
と

菜
の
花
ま
つ
り
、
了
仙
寺
、
宝
福

寺
、
吉
田
松
陰
寓
寄
処
、
上
原
近

代
美
術
館
、
上
原
仏
教
美
術
館
）

※
見
学
施
設
は
変
更
の
場
合
あ
り
。

�
�
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無
料
（
昼
食
は
各
自
負

担
。
ま
ち
あ
る
き
マ
ッ
プ
掲
載
店

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）
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２
月　

日 （
火
）

１７

�
�　

市
外
に
お
住
ま
い
の
方
の

参
加
も
可
能
で
す
。
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１
月　

日
に
一
般
市
民
も
対
象

１４

と
し
た
研
修
を
初
め
て
開
催
し
、

　

名
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

１１
　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

か
っ
た
下
田
の
観
光
を
再
認
識
す

る
機
会
と
し
て
、 多
く
の
参
加
者
の

方
々
か
ら
ご
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
下
田
の
魅
力
の
「
語
り
手
」

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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観
光
交
流
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